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要旨 

本研究では，日本の伝承における妖怪の「行動」と「実体の有無」の関係性を，分布論的

に分析する。屋外の機織姫（屋外で機を織る女性）の伝承を対象に，妖怪を怪奇現象の説

明原理とする定説を全国的に検証する。その結果，怪音現象から実体ある妖怪が派生すると

いう，伝承の発展は普遍的ではないと判明した。分析結果と織機・繊維の先行研究を踏まえ

ると，実体ある機織姫の伝承は，屋外での機織というかつての習慣が象徴化されたものだと

考察できた。 
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